
 

 

２０１５年５月２８日 

 

社員向け介護支援策の拡充 

～仕事と介護の両立サポート～ 

 

損害保険ジャパン日本興亜株式会社（社長：二宮 雅也、以下「損保ジャパン日本興亜」）は、

多様な人材が持つそれぞれの能力を最大限に発揮できるよう、社員の働きやすい環境を整備する

ため、社員向けの介護支援策を拡充します。 

高齢化社会の環境下で、家族の介護に直面する社員数の増加が見込まれる中、社員の仕事と介

護の両立をサポートし、また介護離職を防止することを目的に、２０１５年７月から介護休業制

度・介護短時間勤務制度の拡大を行います。 

 

１．介護休業・介護短時間勤務制度の拡大 

（１）介護休業の取得回数拡大 

損保ジャパン日本興亜の介護休業制度における取得回数は、育児・介護休業法に則り、介

護を要する対象家族１人につき原則１回までとしていましたが、今後は対象家族の健康状態

が悪化した場合などに対応できるよう、３回までの取得を可能とします。 

※対象家族とは、「①実・養・義父母、配偶者、実養子」「②同居・扶養の祖父母、兄弟姉妹、孫」 

をさします。 

 

（２）介護休業・介護短時間勤務の取得期間拡大 

現行制度では、介護休業および介護短時間勤務の取得期間を、合算して１年間（法定は９

３日間）までとしていましたが、今後は介護休業と介護短時間勤務をそれぞれ１年間、最大

で合算して２年間の取得を可能とします。 

 

２．介護支援策としての「在宅勤務制度」の上限日数撤廃と「シフト勤務制度」の拡充 

介護休業制度・介護短時間勤務制度・介護シフト勤務制度は、常時介護を必要とする家族

がいる場合にのみ利用可能であるため、それに至らない場合であっても、各社員の置かれた

状況に応じて働き方の選択ができるよう、２０１５年度から在宅勤務ができる日数の上限（月

４日）を撤廃し、また始業時間を午前７時から午後１時までの間の９パターンの中から個人

が１日単位で選択できる新たなシフト勤務制度を導入しました。 

 

３．「仕事と介護の両立支援セミナー」の実施 

損保ジャパン日本興亜では、２０１５年２月以降、仕事と介護の両立の観点から、将来自

分が介護を行う可能性を認識してキャリア形成を考えることを目的とした「仕事と介護の両

立支援セミナー」を開催しています。今年度は、介護が必要となった場合の諸手続きなど、

より実務的な内容に刷新し開催します。 



介護の問題を抱える社員や抱える可能性のある社員に加え、その管理職もセミナーの参加対

象者とすることにより、社員が仕事と介護の両立を前提としたキャリア形成を図るとともに、

その社員の活躍を管理職が後押しする体制を目指します。 

 

４．介護施設・介護サービスの情報提供 

損保ジャパン日本興亜では、社員向けの福利厚生制度として、株式会社イーウェルが提供

する福利厚生パッケージサービス「ＷＥＬＢＯＸ」を採用しています。「ＷＥＬＢＯＸ」のサ

ービスを通じて、約１３０の介護サービスおよび全国約２，７００の介護施設を特別価格で

利用することが可能であり、介護相談（無料）のサービスも受けることができます。 

今後、社員向けの専用サイトを新設し、より利用しやすい環境を整えることを検討していま 

す。 

 

５．今後について 

損保ジャパン日本興亜は、今後も、介護支援策の拡充を通じて、優秀な人材の介護離職を

防ぎ、多様な人材がそれぞれの持つ能力を最大限に発揮できるよう、仕事と介護の両立をサ

ポートしていきます。 
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ＳＯＭＰＯホールディングスは損保ジャパン日本興亜ホールディングス 

およびグループの略称です。 



別紙 

【介護休業制度・介護短時間勤務制度・介護シフト勤務制度の概要】 

介護休業制度 
２週間以上にわたって常時介護を必要とする対象家族を有する社員が、

介護のために休業できる制度。 

介護短時間 

勤務制度 

対象家族を介護している社員が、介護のために就業時間を短縮できる制

度。（以下の１１パターンから選択） 

①８：００～１５：００     ②８：３０～１５：３０ 

③９：００～１６：００     ④９：００～１５：００ 

⑤９：３０～１５：３０     ⑥９：３０～１６：３０ 

⑦１０：００～１５：００    ⑧１０：００～１６：００ 

⑨１０：００～１７：００    ⑩１３：００～１８：００ 

⑪１３：００～１７：００ 

介護シフト勤務

制度 

対象家族を介護している社員が、介護のために就業時間を選択できる制

度（以下の５パターンから選択）。 

①８：００～１６：００     ②８：３０～１６：３０ 

③９：００～１７：００     ④９：３０～１７：３０ 

⑤１０：３０～１８：００    

 

 

【拡充内容①：介護休業制度・介護短時間勤務制度】 

 改定前 改定後（２０１５年７月） 

回数 介護休業：対象家族１人につき１回 介護休業：対象家族１人につき３回 

期間 
介護休業・介護短時間勤務を合算して

１年間 

介護休業・介護短時間勤務をそれぞれ 

１年間、最大で合算して２年間 

 

【拡充内容②：シフト勤務制度の拡充】 

   対象家族が常時介護状態でなくとも利用可能な制度 

  

 

改定前 改定後（２０１５年４月） 

・９：００～１７：００ ①７：００～１５：００ 

②８：００～１６：００ 

③８：３０～１６：３０ 

④９：００～１７：００ 

⑤９：３０～１７：３０ 

⑥１０：００～１８：００ 

⑦１１：００～１９：００ 

⑧１２：００～２０：００ 

⑨１３：００～２１：００ 


